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バックアップの作成



• ベリタステクノロジーズ合同会社は、この⽂書の著作権を留保します。また、記載された内
容の無謬性を保証しません。

• VERITAS の製品は将来に渡って仕様を変更する可能性を常に含み、これらは予告なく
⾏われることもあります。

• なお、当ドキュメントの内容は参考資料として、読者の責任において管理/配布されるよう
お願いいたします。⼆次利⽤される場合、弊社はその成果物に対して責任を負いません。
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目次

項目 目的

1 バックアップ作成: バックアップ要件 バックアップ作成時の要件を確認します。

2 バックアップの実⾏: 基礎 VSRを使ったバックアップの種類と保存先について理解します。

3 ワンタイムバックアップの設定 1度きりのドライブバックアップを実⾏します。

4 スケジュールバックアップの設定 ドライブベースか、ファイル/フォルダベースのバックアップジョブを
スケジュールします。
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目次（続き）

項目 目的

1 コールバックアップの実⾏ SRDでコールドバックアップを実⾏します。

2 バックアップ保存先の管理 「バックアップ先を管理」のツールでのリカバリポイントの管理を
⾏います。
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バックアップ作成: バックアップ要件
• システムパフォーマンスやユーザ運⽤に影響しないようバックアップを⾏います。

• バックアップをどこに保存するかを決めます。

• パスワードによる保護、暗号化の種類などを決めます。

• アプリケーションまたはデータベースを含めてバックアップするのか、何をバックアップするのかを決めます。

• システム全体か、個別パーティションごとにバックアップするのかを決めます。

• バックアップの検証を⾏うかどうかを決めます。
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何をバックアップするべきか

システム全体

OS領域

データ領域

個別のファイルやフォルダ

これらについてはVSRでバックアップ可能です

Copyright © 2019 Veritas Technologies6

ボリュームレベルのバックアップデータは、リカバリポイントと呼ばれます。



リカバリポイントの種類

C_Backup.v2i
C:¥

単体リカバリポイント

ドライブのフルバックアップを取得します。
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アプリケーション、OS, ユーザ設定、
データなどのシステム上のすべのバッ
クアップを完全に取得したもの



リカバリポイントセット

C_Backup.v2iC:¥
ベースリカバリポイント

C_Backup.iv2iC:¥

C_Backup.v2i
増分リカバリポイント

リカバリポイントセット

ベースリカバリポイントと増分リカバリポイントが含まれます。
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システムが変更されるごとに⾏うバッ
クアップとして有効



リカバリポイントファイルの拡張子の種類

リカバリポイントファイルの
拡張子

用途

.v2i
• 単体リカバリポイント（ワンタイムバックアップ）
• リカバリポイントセットのベースリカバリポイント

.sv2i

• システムインデックスファイルには、次の情報が含まれています。
– 最新のリカバリポイント
– リカバリポイント作成時のバックアップされたパーティション情報
– リカバリポイント保存先の場所

.iv2i • リカバリポイントセットの一部となる増分リカバリポイント
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バックアップ保存先のメディア

メディア メリット デメリット

ローカルハードディスク

• 高速なバックアップ、リストアに向いてい
ます。

• バックアップ、リストアの自動化に向いて
います。

• 経済的（ドライブ領域を繰り返えし上
書きして使えるため）

• バックアップ⽤のドライブまたは領域をあらかじめ⽤
意しておく必要があります。

• ハードディスクを収容しているローカルマシンが故障
してしまうとバックアップへのアクセスも失われてしまう
可能性があります。
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バックアップ保存先のメディア(続き)

メディア メリット デメリット

USB/FireWire 外部
ディスク

• オフサイトストレージに向いています。
• バックアップ、リストアの自動化に向いています

。
• 経済的（ドライブ領域を繰り返えし上書きし

て使えるため）

• バックアップのための追加ドライブ、領域が必
要となります。

• マシンに接続されていて、電源ONになって
いないと、バックアップジョブの実⾏がスキップ
されます。

• リカバリ環境からリストアするには対応してい
るストレージドライバーが必要となります。

フラッシュメモリ

• 高速なバックアップとリストアに向いています。
• 持ち運びしやすい
• 物理的に丈夫

• 常に接続されているとは限らないため、バッ
クアップの自動化には向いていません。

• GB当たりの単価が高い
• メディアの信頼性が低い場合があります。
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バックアップ保存先のメディア(続き)

メディア メリット デメリット

ネットワークドライブ

• 高速なバックアップとリカバリに向いています
。

• バックアップ、リストアの自動化に向いてい
ます。

• 経済的（ドライブ領域を繰り返えし上書
きして使えるため）

• ローカルディスクが故障してもバックアップデ
ータにアクセスできます。

• オフサイトストレージに向いています。

• リカバリ環境からリストアするためには対応した
NICのドライバーが必要となります。

• バックアップとリストアを実⾏するための適切な
権限をユーザに割り当てる必要があります。

• ネットワークに常に接続していないコンピュータ
（ノートPC）では、バックアップを定期的に取
得することが難しい場合があります。
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注）CIFSやSMBを使用して、NAS上へバックアップできます。SRDからもNASに接続してリストアすることが可能
です。ただし、多数のマシンから１つのNASに同じ時間に集中してバックアップすることは避けることをお勧めします。
ネットワークトラフィックや、NASのパフォーマンス低下により、バックアップパフォーマンスが影響を受けます。



バックアップ保存先のメディア(続き)

メディア メリット デメリット

クラウドストレージ
(AWS S3, Azure)

• オンプレミス上のバックアップ保存先ストレ
ージが不要

• リストアに時間を要します。
• 32ビットマシンには対応していません。
• クラウドベンダーからの課⾦が発⽣します。
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ワンタイムバックアップジョブのフロー

ワンタイムバックアップウィザードを起動します。ワンタイムバックアップウィザードを起動します。1

バックアップ対象と、バックアップ保存先を決定します。バックアップ対象と、バックアップ保存先を決定します。2

リカバリポイントのオプションをします。リカバリポイントのオプションをします。3

必要があれば、コマンドファイル（プレ、ポストコマンド）を指定します。必要があれば、コマンドファイル（プレ、ポストコマンド）を指定します。4

バックアップを実⾏します。（ワンタイムでは、スケジュールは指定できません）バックアップを実⾏します。（ワンタイムでは、スケジュールは指定できません）5
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ワンタイムバックアップウィザードの起動

タスク ワンタイムバックアップタスク ワンタイムバックアップ1a
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ワンタイムバックアップウィザードの起動(続き)

次へを選択次へを選択1b
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バックアップソースを選択
1つまたは複数のドライブを選択1つまたは複数のドライブを選択2a

Copyright © 2019 Veritas Technologies17

• 対象のドライブを指定しま
す。CTRLキーを押すと、
複数選択が可能です。

• また、「隠しドライブを表
示」 のチェックボックスをオ
ンにすると、システム予約
などの隠しボリュームが表
示できます。



関連するドライブを選択
バックアップ対象を選択バックアップ対象を選択2b
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• 関連するドライブをバックアッ
プするかどうかを指定します。



バックアップ保存先を選択
バックアップ保存先を選択バックアップ保存先を選択2c
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• ネットワーク上の場合は、
UNCパスを指定します。

• クラウドの場合は、クラ
ウド⽤のボタンをクリック
します。



バックアップ保存先を選択(続き)

バックアップ保存先を選択バックアップ保存先を選択2d
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• ネットワーク上の場合は、ユーザ名と
パスワードを指定します。



オフサイトコピー保存先を選択

ターゲット:
• USBドライブ
• Firewireドライブ
• ネットワークドライブ
• FTPサイト

もし、必要があれば、オフサイトコピー保存先を選択もし、必要があれば、オフサイトコピー保存先を選択2e
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• オフサイトコピーでは、CIFS、FTP、クラ
ウドなどを利⽤できます。



リカバリポイントのオプションを指定
オプションを指定オプションを指定3a
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• リカバリポイントに対するオ
プションを指定します。

• 圧縮は標準で問題ありま
せん。

• また、検証はオプションと
なっていますので、必要あ
る場合は、検証にチェック
を入れてください。



リカバリポイントオプションの詳細を指定
もし必要があれば、詳細を指定もし必要があれば、詳細を指定3b
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• さらにオプションを指定したい
場合は、「詳細」を指定しま
す。デフォルトでは、すべての
チェックがオフです。

• 例えば、リカバリポイントファ
イルを複数に分割することも
可能です。DVD-Rに、リカ
バリポイントを保存することも
できますので、そのためにリカ
バリポイントファイルを分割す
ることも可能です。

• また、Exchangeのトランザ
クションログを切り捨てる場
合は、VSS完全バックアップ
のチェックを入れます。



コマンドファイルの指定

次の拡張子が利⽤可能:

.exe

.com

.bat

もし必要ならコマンドファイルを指定もし必要ならコマンドファイルを指定3c
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• 必要ならプレ、ポストコマンド
を指定します。

• 指定方法は、3種類あり、ス
ナップショット作成前、スナップ
ショット作成後、リカバリポイン
トファイル作成後の3種類あり
ます。



セキュリティオプションを指定
必要があれば、暗号化の種類を設定必要があれば、暗号化の種類を設定4
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• 暗号化のオプションを指定
します。

• この項目はデフォルトでオン
になっています。



バックアップの実⾏
バックアップを実⾏しますバックアップを実⾏します5a
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バックアップ実⾏中の画⾯(続き)

バックアップの進捗バックアップの進捗5b
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進捗はインジケーターで確認できます。



バックアップジョブの設定の流れ
バックアップ定義ウィザードを起動します。バックアップ定義ウィザードを起動します。1

バックアップ対象を選択します。バックアップ対象を選択します。2

リカバリポイントタイプを選択します。リカバリポイントタイプを選択します。3

バックアップ保存先を指定します。バックアップ保存先を指定します。4

リカバリポイントのオプションを設定します。リカバリポイントのオプションを設定します。5

必要があれば、コマンドファイルを指定します。必要があれば、コマンドファイルを指定します。6

バックアップスケジュールを設定します。バックアップスケジュールを設定します。7

すぐに実⾏するか、スケジュールを指定するかを選択します。すぐに実⾏するか、スケジュールを指定するかを選択します。8
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ワンタイムバックアップと
ほぼ類似しています。
大きな違いは、３と７
です。



バックアップ定義ウィザードを起動します
タスク  「バックアップの実⾏または管理」を選択タスク  「バックアップの実⾏または管理」を選択1a
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バックアップ定義ウィザードを起動します(続き)

「新しく定義」をクリック「新しく定義」をクリック1b
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バックアップ定義ウィザードを起動します(続き)

「コンピュータのバックアップ」を選択します。「コンピュータのバックアップ」を選択します。1c
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バックアップソースを選択
一つまたは複数のドライブを選択一つまたは複数のドライブを選択2a
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関連するドライブを選択
バックアップ対象を選択バックアップ対象を選択2b
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リカバリポイントタイプの指定
リカバリポイントのタイプを指定します。リカバリポイントのタイプを指定します。3
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• リカバリポイントセットと単体リカバ
リポイントが指定できます。

• ベースと増分バックアップを⾏う場
合は、リカバリポイントセットを選
びます。

• フルバックアップのみを⾏う場合は、
単体リカバリポイントを選びます。



バックアップ保存先の指定

• リカバリポイントファイル名をカスタ
マイズ

バックアップ保存先を指定します。バックアップ保存先を指定します。4a
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• バックアップ保存先を指定します。
ローカルのパスを指定するか、
ネットワーク上のUNCパスを指
定するか、クラウドを指定します。



リカバリポイントファイル名をカスタマイズ

• リカバリポイントファイ
ル名の先頭にコン
ピュータ名を付けるた
めのオプションです。
（デフォルトです）

• サブフォルダを作成
して、サブフォルダに
コンピュータ名を指
定するためのオプ
ションです。

必要があれば、リカバリポイントファイル名をカスタマイズします。必要があれば、リカバリポイントファイル名をカスタマイズします。4b
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リカバリポイントのオプションを指定

• 検証はデフォルトではオフ
です。バックアップ後に、
検証が必須の場合は、
チェックします。

• リカバリポイントを何世代まで
保存するかを指定します。デ
フォルトは3世代です。

• バックアップ中に4世代目が
作成され、完了時に、一番
古い世代が削除されます。

リカバリポイントオプションを設定リカバリポイントオプションを設定5a
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リカバリポイントオプションの詳細を設定
もし必要であれば、詳細を指定もし必要であれば、詳細を指定5b
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• Exchangeのトランザク
ションログを切り捨てる場
合は、VSS完全バック
アップのチェックを入れま
す。



コマンドファイルの指定

次の拡張子が利⽤可能:

.exe

.com

.bat

もし必要ならコマンドファイルを指定もし必要ならコマンドファイルを指定6
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• 必要ならプレ、ポストコマン
ドを指定します。

• 指定方法は、3種類あり、
スナップショット作成前、ス
ナップショット作成後、リカバ
リポイントファイル作成後の
3種類あります。



バックアップスケジュール設定
スケジュールバックアップを設定スケジュールバックアップを設定7
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• スケジュールを設定し
ます。

• 何曜日の何時にバック
アップを実⾏する、ベー
スバックアップを何曜日
の何時にバックアップす
るかを決めます。



バックアップスケジュール設定(続き)
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バックアップスケジュール – 詳細オプション

Copyright © 2019 Veritas Technologies42

• イベントトリガーによる
バックアップもできます。

• 例えば、ユーザのログ
オン、ログオフ時にバッ
クアップするなど、ある
イベントをトリガーにし
て、バックアップを開始
することも可能です。



バックアップの実⾏
バックアップジョブを保存します。バックアップジョブを保存します。8a

Copyright © 2019 Veritas Technologies43

• チェックボックスをオンにす
ると、バックアップジョブを
保存して、即実⾏します。



バックアップ実⾏中の画⾯
バックアップの進捗バックアップの進捗8b
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進捗はインジケーターで確認できます



ファイル・フォルダバックアップのフロー

• サーバ環境では、こ
のバックアップ方法は
お奨めしていません。

• ファイル数が10,000
個未満で、クライアン
ト環境でかつOffice
ドキュメント類などの
バックアップの使⽤を
想定しています。

• バックアップ対象の
データ量がこの上限
を超える場合、ドライ
ブベースのバックアップ
の使⽤が強く推奨さ
れます。

バックアップ定義ウィザードを起動します。バックアップ定義ウィザードを起動します。1

「選択したファイルとフォルダをバックアップ」を選びます。「選択したファイルとフォルダをバックアップ」を選びます。2

バックアップするファイルとフォルダを選択します。バックアップするファイルとフォルダを選択します。3

必要があれば、リカバリポイントのオプションを設定します。必要があれば、リカバリポイントのオプションを設定します。4

バックアップスケジュールとイベントトリガーを設定します。バックアップスケジュールとイベントトリガーを設定します。5

すぐに実⾏するか、スケジュールを指定するかを選択します。すぐに実⾏するか、スケジュールを指定するかを選択します。6
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バックアップ定義ウィザードを起動します
タスク  「バックアップの実⾏または管理」を選択タスク  「バックアップの実⾏または管理」を選択1a
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バックアップ定義ウィザードを起動します(続き)

「新しく定義」をクリック「新しく定義」をクリック1b
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バックアップ定義ウィザードを起動します(続き)

「選択したファイルとフォルダをバックアップ」を選択します。「選択したファイルとフォルダをバックアップ」を選択します。1c
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• サーバ環境では、このバックアップ
方法はお奨めしていません。

• ファイル数が10,000個未満で、
クライアント環境でかつOfficeド
キュメント類などのバックアップの
使⽤を想定しています。

• バックアップ対象のデータ量がこの
上限を超える場合、ドライブベー
スのバックアップの使⽤が強く推
奨されます。



バックアップソースを選択
バックアップ対象のファイルとフォルダを選びます。バックアップ対象のファイルとフォルダを選びます。2
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バックアップしたいファイルの種類を指定
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• カテゴリーが足りなければ、「ファイルの種類を追加」をクリッ
クして新しいカテゴリーを作成することができます。

• カテゴリーの名前と含めるファイルの拡張子を指定します。



バックアップしたいファイルの種類を指定 (続き)
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• 既存のカテゴリーに新た
なファイルの種類を追加
することができます。

• 「編集」ボタンをクリックし
て追加したいファイル拡
張子を指定します。



バックアップしたいファイルの種類を指定 (続き)
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• こちらをクリックすると新
たな拡張子を追加でき
ます。



バックアップ保存先を選択
バックアップの保存先を選びます。バックアップの保存先を選びます。3
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詳細設定
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• 簡単な除外設定と、ユニー
クなフォルダ名を作成してそ
こにバックアップを保存させ
ることができます。

• 複数のユーザがNASを共
有しているときに便利です。



セキュリティオプションを指定
必要があれば、暗号化の種類を設定必要があれば、暗号化の種類を設定4
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• 暗号化のオプションを
指定します。

• この項目はデフォルト
でオンになっています。



バックアップスケジュールとイベントトリガーの設定
スケジュールバックアップとイベントトリガーを設定スケジュールバックアップとイベントトリガーを設定5
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バックアップスケジュールとイベントトリガーの設定 (続き)
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バックアップスケジュールとイベントトリガーの設定 (続き)
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バックアップの実⾏
今すぐバックアップジョブを実⾏するか、計画に従ってバックアップジョブを実⾏するかを決めます。今すぐバックアップジョブを実⾏するか、計画に従ってバックアップジョブを実⾏するかを決めます。6
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• チェックボックスをオンに
すると、バックアップジョ
ブを保存して、即実⾏
します



コールドバックアップとは何か

VSRをインストールすることなく、リカバリポイントを作成できます。

ファイルへのアクセスや書き込みは⾏われない状態で、バックアップできます。
（つまり、VSSは使⽤されません）

完全なリカバリポイントになり、データベースも保護されます。

ワンタイムバックアップであり、オフラインバックアップとも呼ばれます。

注 : コールドバックアップでは、すべてのファイルはクローズされた状態でバッ
クアップできます。
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コールドバックアップの実⾏
• コールドバックアップは、⼿動で実⾏する必要があります。スケジュールはできません。

• SRDの「コンピュータをバックアップ」を使って、コールドバックアップを⾏います。

• コールドバックアップは、次の⼿順で⾏います。

SRDでサーバを起動します。

ワンタイムバックアップを⾏います。

完了したら、OSを起動します。

1

2

3
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コールドバックアップの実⾏(続き)
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バックアップ保存先で⾏える操作
• バックアップ保存先: バックアップデータ(リカバリポイントやファイル/フォルダのバックアップデー

タ) が保存される場所

コピー

移動

削除

保存先の設定変更

「バックアップ先を管理」ツールは、リカバリ
ポイントやファイル・フォルダのバックアップに
対して、次のような操作を⾏います。
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「バックアップ先を管理」ツールの起動
ツール -> バックアップ先を管理
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「バックアップ先を管理」ツールの起動(続き)

Copyright © 2019 Veritas Technologies65

バックアップ保存先の選択.



バックアップの削除

リカバリポイントを選択して、
「X削除」をクリックします。
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• エクスプローラで、リカバリポ
イントファイルを直接削除す
ることはできますが、バック
アップ履歴画⾯に、リカバリ
ポイントの情報が残ったまま
になります。

• これを避けるため、この機能
を使⽤して不要なリカバリポ
イントを削除します。



リカバリポイントセットの削除

• 前ページのX削除をクリック
すると現れる画⾯です。
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リカバリポイントのクリーンアップ

最新のリカバリポイント以外のす
べてを削除する場合は、「クリー
ンアップ」をクリックします。
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リカバリポイントのクリーンアップ(続き)

• 削除してもよいリカバリポイントにチェックを入れて、「削除」ボタンを押します。
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バックアップの移動
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リカバリポイントの場所を変更す
るときは、「移動」をクリックします。



バックアップの移動(続き)
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移動するリカバリポイン
トを選択します。

移動先を指定します。



バックアップの移動(続き)
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• 移動方法を指定します。

• 最新のリカバリポイントを移
動して、それ以外を削除す
るか、すべてのリカバリポイン
トを移動するか、ファイルの
バックアップデータがある場
合はそれも移動するか。



バックアップのコピー

既存のリカバリポイントのコピーを作成する
場合は「コピー」をクリックします。
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バックアップのコピー(続き)
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バックアップのコピー(続き)

※リカバリポントは1個ずつ
しか選択できません。
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バックアップのコピー(続き)

※ドライブ単位で選択できます。
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バックアップのコピー(続き)

• 保存先フォルダを指定します。

• 必要があれば、ファイル名を
変更します。
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バックアップのコピー(続き)

• 圧縮設定を変更し
たり、詳細オプション
では、ファイルを特定
サイズごとに分割で
きます。

• サイズの分割は、
RDXに保存したり、
小さいサイズのメディ
アに分割保存すると
きには有効な設定
変更です。
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バックアップのコピー(続き)
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バックアップのコピー(続き)

Copyright © 2019 Veritas Technologies80



バックアップのコピー(続き)
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バックアップ先の設定 「設定」ボタンを押します。
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バックアップ先の設定を管理(続き)

• ファイルとフォルダのバックアップの
バージョン管理ができます。デ
フォルトは6バージョンです。

• バックアップ保存先のディスク使
⽤状況を監視します。

• 全容量100GB に対して、どれ
だけのサイズに達したら、ログに
警告を出すかをきめることができ
ます。

• 自動的に保存先にある増分リ
カバリポイントをマージして、過
去の増分リカバリポイント削除し
ます。

• 今すぐ実⾏するか、次のバック
アップまで待つかを決めます。
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Volume Shadow Copy Service (VSS) とは?
• VSSは、Windows OS でのバックアップインフラストラクチャーを提供しています。これは、シャドウコ

ピーと呼ばれる一貫性のある時点のデータのコピーを作成する機能です。

• VSS API は、メモリ上のデータをフラッシュするように各アプリケーションに依頼することで、データの消
失を防止します。

• VSSは、シャドウコピー取得時に、ボリューム内のデータ位置を保存します。
ファイル/フォルダの追加、更新、削除など、ボリュームに対する変更が発⽣するごとに、シャドウコピー
管理領域(Diff Area) にコピーを⾏い、データ位置も記録します。これにより、シャドウコピー作成時
点のボリューム内容を保持しています。

• 更新が発⽣すると、都度、Diff Area に更新前の情報が保存されます。この方法によって、シャドウ
コピー作成時の状態が仮想ボリュームとして保持され、ユーザやアプリケーションが、その仮想ボリュー
ムにアクセスして、シャドウコピー作成時のデータを利⽤できます。
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VSSのコンポーネントの紹介
コンポーネント 説明
Volume 
Shadow 
Copy サービス

下の3つの各コンポーネントとやり取りする
サービス

VSS リクエスタ シャドウコピーの作成を依頼するアプリケー
ション

VSS Writer シャドウコピー作成時、データの一貫性を保
つために⽤意されているコンポーネント

VSS プロバイダ シャドウコピーを作成したり、管理するコン
ポーネント
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シャドウコピーの作成⼿順
Shadow Copy Creation ProcessShadow Copy Creation ProcessShadow Copy Creation Process

• Requestorは、常にVSSサー
ビスとやり取りしていることに注
目してください。

• つまり、Requestorが他のコン
ポーネントに直接アクセスする
のではなく、すべてVSSサービ
スがその仲介を⾏っています。
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ありがとうございました
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